
平成30年度第3回FD・SD研修会 

 

「学生FDサミット 2018 in京都光華」参加報告 

 

日  時：平成 30年 9月 19日（火）15：15～15：30 

講  師：学生代表（Shinny Leaders) 

参加者数：34人（教員 27人、職員 7人） 

 

 「学生FDサミット2018in京都光華」に参加した学生のうち、代表の4名から報告がありました。 

 まず、他大学の学生FDでの取り組み内容、他大学の教職員や学生との討議内容が紹介されました。

続いて、学生代表が参加した感想を個別に発表しました。学生達は、他大学の斬新な取り組みや本学

とは違う状況を知って大いに驚き、新しい学びを得たり、新たなアイディアが浮かんだりという大き

な成果を得たようです。参加して良かったと言う感想が数多く聞かれました。 

 本学でも学生FDには既に着手しておりますが、学生を通じて全国の先進的な取り組み内容を拝聴

し、参考になる点は多いと感じました。今後も学生FDについて更に改善を進めてまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「教育改善に向けた授業アンケートの活用 

～調査結果の「読み方」や本学の結果傾向、他大学の改善活用事例紹介等～」 

 

日  時：平成 30年 9月 19日（火）15：40～16：30 

講  師：株式会社マインドシェア コミュニケーションマーケティング事業部  

西澤 陽介 氏 

参加者数：32人（教員27人、職員5人） 

  

 本学が授業アンケートの改善と評価について協力していただいている株式会社マインドシェアの西

澤陽介氏に「教育改善に向けた授業アンケートの活用～調査結果の「読み方」や本学の結果傾向、他

大学の改善活用事例紹介等～」と題してご講演いただきました。 

 まず、全国及び石川県の進学の状況について詳しい説明があり、その中で西澤氏は、石川県に関し

ては大学・短大共に地元志向が強いことが紹介されました。そして、県内で選ばれることが重要であ

ること、そのポイントは口コミであるということを強調されました。 

続いて、前期末に実施した授業アンケートの結果について詳細な分析があり、学科間で回答結果に



顕著な違いがあった質問項目について指摘がありました。さらに、今後の授業アンケートの利用法や

さらなる内容の改善についてご提案をいただきました。講演終了後には本学教員より調査結果の利用

法などについて質問があり、具体的なアドバイスを受けました。 

 本学では今回の講演を参考にし、授業アンケートについて更に改善を進めてまいります。 

 

 

 


